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セメント硬化障害および化学的変色
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Wm信 king Group on Utilization of Tropic託1 V有Toods:

Properties ()f Som巳l'apua New Guln己a Woo� Rclating 

with Manufacturing Processes V 

vVood bending , nailing , inhibition ()f cem巴nt 11註rdening and 

chemical discoloration ()f some East New Bdtain woods 

要 旨;ニューブリテン島オープンベイ:bûJ .区で採祭した 24 杭r: 30 副作の木村につい」て， IDl げ却 IX ，

~Hj ち 9 セメント硬化防答および化学的変色に泌する試験を行った。出j げノり11工は京点M，こっし、て山〉ヰ、

別lζ行い， !JJ げ彼壊の程度と挺i皮から lill げ加_L司能な山本を料ばした。 21 ;fJH.[[心 rl'ではタウンが最

も加工しやすく，マラス，ケイラ 2 ウオ F タ←だム，セノレチスが乙才uこ次いだ。虫rtJ ちは気依材につ

いて圧人および打繋の 2 {土で行い，釘n ち ìL~抗と引舎も長さ!Ji{]jU ;，:しヴ明れも y川ノjJt ，[lの、ほどj名l大す

る傾向が認められた。また釘よj ろによる幻れやすさも比京と JI'.W1的でミ7 ラス，クイラがi段も殺しくダ

イゾックス p タウンがとれiと次いだ，てメント il~j 1じ rí~舎のセメント@木t)}プロソクのをの

郊分庄縮強さによってらおべた。その結果， クイラ p アンチアリス， アノレトカノレプス，セノレチスなどで

特~，c硬化障害をおとす危険性がミヰしいと判断され死。化学的変色としては ， jJiり :!t1!， アノレプ'J 1) 染，

聞を汚染および太必光による比較的知JUlの法l~をとりあげ2 各処T型的役のt主主;こより科むに対する存

保艇の感性を J土岐した。とのうち心材で欽汚染および)，脇光による変色の特に/1:じやすい引はそれ

ぞれイ工口 F ータ…ミブりア司 レッドブラウンタ p ミナりア， クり、'/ }ンおよびイ I 口戸タ， ミナ 1)

ア，カロフィノレム， クイラであった。
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まえかき

1975 年 3 Jn.kニューブリテンのオープンベイ Jll11ぎむぼ!よし土ノ\任ンド 24lTI 30 叩休の訪日買については

第 1~3 却にとりまとめたが，そのう長迫力11 した表記境目の試験結 J止を も1; して Hi~~~ する。なおとれらのう

ち曲げ}Jrlムの試験は伎は県林業センターとの}Ui]で丈一 )}úーしたっ

1977if. l刀 27 口受]官

(1) 木材 f沼田林深化学部

木材 21 Wood Technol.-21 

林洋化学 J3 For. Prod. Chem.-13 



-176- j~;業試験場研究報告第 295 号

供試材は"fî1 c、 3mの諮試験に用いたものと同じ個体でp 丸太の形状等は第 HIi: Iと示したとおりであ

る。オミ械はデータを主とする筒j裂な記械にとどめ立ち入った考察は加えていない。仙の特性似との関連性

や出額別の利用適性については全試験の終了後総合的に検討を行うことにする。

-*liJf究を進めるにあたり件む'L~Îより多大のご協力を賜っている。 4!jlこ供試本のJ采集@同;主についてはパ

プアニューギ、ニア l可の Dep且rtment of Forests のど支慢によるところが多い。また採集の現地作業と採

策本の輸j去については;念式，illiH~株式会社と Open Ray Timber Pty. Ltd. のど協力を得た。 こ ζ;にζ深 J

の;謝謝乱d志意壱:を表する O

研究の計阪と実施に際しては，上村 武場長および加納孟木材部長のど配慮にあずかり p 試験材の木

取り@加工21ーについては製材研究室省木工室@応用研究車をはじめ部内関係名位lこ火へんお骨折りをいた

だいたのこの機会をかりでI学くお礼申しとげる。

1.曲げ加工

野!京区人〈173 熊谷洋二(1)~岩田降昭(lh 筒三年、 ff:造(2)

j~ij種別にひき t~ の曲げ加工適性を検討するため，各種的率半径におけるRtl げがl工の可否と加工後の曲率

半終の変化(もどり〉について試験を実施した。

( 1 )試験方法

1) 試験材
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Fig. 1 蒸点、による温度上昇終過

Rising process of wood temperature 
by steaming , 

(1) tlr皮片J 県林業センター (2) 木材部

{jhZ式樹程は東ニューブリテン産 24 樹種 30 個

体であり，との原木から J豆さ 2.5cm の心材板目

の無欠点付を採取した。

天然乾燥および人工乾燥により含水率 15% ま

で乾燥し(一部天然乾燥のみの樹程も含まれる)，

幅 5cm， 厚さ 2cm， 長さ 60cm の試験材!と鈎

削仕上げを::fJった。

試験材は H可種より 15 本以上を採取した。ま

fこ，対照樹種として， 末口径 40cm の丸太より

採取したブナ彼自 1:;1についても，同様の試験を行

ザペF

~) 1 ,- 0 

2) 曲げ加工試験

i ) 蒸;誌の装置と方法

供試材の軟化処理は蒸煮により実施した。蒸煮

協は Ir1ìl 40cm，深さ 40cm，長さ IOOcm の欽妙、

製のものな用いだ。

使用蒸気圧は 2.5 kgJcm2 であるが歩 3ま;設構内

は常圧のままであった。 jおを IHf問は，予備試験に
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より供試材の I[J心部が 100'C ìと達するまでのlI;j

mをしらべ2 乙の結果から 30~60 分とした (Fig.

1) 。

ii) [!担げ加巳の主主[首と万法

曲げ加_Lの出iネ半径は， )JII:[.II;f O)外 I起のそれを

80 cm , 58 cm, 45 cm, 36 cm および 30 cm 0) 

ら段~;~:;とした。 [thげ加工治具はp ナラ村の集成材

を月J し九それぞれ J~.~13の灼率、ド径そもっぱ型p 雌

裂を作成した。曲げ加工は 般に行われているト

ネット i:!ミによって行い，試験付の引張り ll!1 liこ当

てる帯鉄として， ，亨さ L5mm， 陥 80mm の軟

金;を用し九 太口止めぐむ(;j: ;jミノレ卜 iとより調でき

るようにした (Fìg. 2) 。か11J 日立 1111圧プレス (26

i々均
/

/ 

Fig.2 l }l l げ加工の)] 11; 
乱1.ethod of wood b巴nding.

sec とし 7こ c

ton) を肥i_， � 1 設大圧力が 3 kg/cm2 以 LJとならないように調整し， illl げ力D了時のラムのi 昇速度を 6mm/

は11 げ加士は，圧縮鎖IJが木2ll，引眠り伊jjが木表となるようにし， 1111 げ加工前の木[ 1 と，liF欽の 11 め令との間

|涼は，各泊三容とも 9 材長と](1:0端 11:めf訟の距離との差が;十三裟， 木表の計算との弧良ztの約 1/10 になるよう

に調燃した1) 。 ぬげ加工治呉の条件をまとめて Table 1 ìと示す。

試験の進め)j"は各樹種についてまず， 耐率三円受 45cm で曲げ加工を行い2 この灼涼ヨ1"径で損傷の生じ

た樹環はI1原次より大きい曲率半係で加工し， tft1おの生じなかった粘j，伊はより小さい曲率、r係で加工した。

なお， 1 [Itl率半&1ごついて 5 本の試験討を用いた。

出げ加工の結果はJJI J::[恥!の状態により， (1\)圧縮側，引張り側とも全く損傷のないもの2 および、]1:縮

担IJIζ若干の氏演がみられるが， fVf削により目だたなくなるもの， (B) 一応曲げる ζ とはできるが， 圧縮

破壊の大きいもの， (C) tFî-:t員または引張り破壊の出るものの 3 段階にわけた。

i�) 曲げ加工後の乾燥

iHIげ加工した試験材はその後の (もどり〕を防ぐためJfi?鉄で拘-*したままの状態で乾燥

を行ったの使用した乾燥装置は電熱式の自動氾度調節式1. F. lliI試験装置であり p 風速は約 1 m/sec であ

るの乾燥条件ば，乾球jJIll皮 80'C，乾7hJ.球出度 120C とし， 指紋lと r'+ilúごしたまま 15 時間乾燥し 1 時!日l

Xけ、IJ した後借鉄からとりはずした。

Table 1. tl与げ加工治具の条 f卜

Condition of b巴nding processing jig 

曲率半筏
Radius of curvatur巴

!色]ヰく半 F手/桜厚
Radius of curvaturei 

thicknes日 of specim日ns

;;1< [_j止め金郊の回読 (mm)
Total c1earanc巳 of end stop 

30 
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Species 

Table 2. 曲げ加工

Results of bending 

i 各出1 2;ド半径の損傷
Number of specimens graded 
in b巴nding with various radii 

80cm 58 cm 

名t
H
ヒ

イ
加
川
iJ

 

H作

スポンジアス

Spondias dulcis 

アルストニア

o 1 

11 o 1 4 

11 005  

ヱ マ

Oclomeles sumatγ側α

クワント‘ン

クイ
1 2 

lntsiα bijuga 

夕、、イゾックス

Dysoxylum 
gaudichaudianum 

アンチアりス

A托tiaγis toxicaγia 

ア jレトカ jレア。ス

カメレレ

Eucα1ヲ争tt桔 deglupta 
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試験の結果
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Table 2. つづき (Continued)

樹積名

Species 

カメレレ

Eucalyptus deglulうta

ウォーターガム

Syzygium sp. 

ラプラ

Anthoce戸halus cada仰向

ヱボジ

Evodia elleryana 

アンベロイ

Pteγocyηzbiu慨 beccarii

セノレチス

Celtis kajewskii 

プナ

Fagus crenata 

林業試験場研究報告第 295 r; 

| 各出率半径の損傷
Number of sp巴cimens grad巴d
in b巴nding with various radii 

80 cm 58 cm 45 cm 

o 5 

o 3 

o 3 

o 5 

4 0 

5 0 

o 1 I 0 0 

o 5 

o 5 

注 A :.全く損傷がないか，わずかな圧縮政演がみられるがp 実用上支障のないもの

B: 一応曲げることができるが，圧縮破壊の顕著なもの

C: 折れるか，ヨ!日長り破壊のみられるもの
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80 仁III

V 

IV 
8.3 

間
品

Notes A: Specimens with or without minor compressive failure in the むoncave side 

B : Specimens bent with remarkable compressive failure. 

C : Specimens bent with breakage or tension failure. 
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なお，試紋付の合/k率については蒸煮 IliJ，蒸れ九乾燥後および次項の曲率Jii径の変 ít.の出IJfi三時 lこ重量

を測定い試験材作成|ト](と求めた両端の合点本かられ測定II!j'の合7Jく本を算出した。

3) 曲げ力[1 て後の山卒、1'-後の変化

乾燥した試験材はJ店主たからとりはずし2 その{交の ill ネ半j恨のさ主化をしらべた。 )J法は帯鉄をはずした直

後と 1 ， 6, 24 時間および 1 か月|川放置後!と 111] け付の|勾出(木表制) 3 か所の山本半径を求め， その平均

値から経|守的な I;JI 率、 jt径の変化'-fを次式のように求めた2) 。

世l~手半径の変化率二 (r1-r) ケ X 100 (96) 

y=曲 lj'i台具の ìlÎI 蕊ーネ係

yf 測定11'îの lUI率半径

(2) 試験結果

樹種目IJの各曲ヰく半径における曲げ加仁の結呆と帯鉄をはずしてかちの l拍手f半筏の変化を一括して Table

2 (と示す。

。ポ1 げりiJ仁

エ 1) 7 Oclomeles (8) 

タウン Pometia (24) 

目立 3 i出げ JJI i工 Ilj 0)試験材

Sp巴dmen in bending opcration , 

Table 2 では各[;カネ半径につい

て，的げ1J日寸J材の損傷T"E度が ~IJ記の

A , B, C lこ i亥当するものの木数を

あげており，供試tH コic中 A が 3

;jcJ弐 iニの組を曲げ力LI工可能と判定す

ること lとする。

i ) 曲率半筏 80cm (とおいても

州げ力l口 Fの会く不能と Jぷわれた樹種

はヲアノレストニア，アンチアリスお

よびアンベロイでおり 3 これらの樹

種はすべてお干のたわみを与えた Il!j

点で簡単に折損した。

また，スポンジアスラエリ 7，ア

Jレトカ Jレプス，およびエボジアは 1

本のみが A でおり， 他の 4 本は折

損するか，圧前日山 lこ大きな圧J立が子s

1，し， 11I1 げ1m工はイJ能lζ分類さオ L る

(Fig_ 3) 。

ii) 曲率半径 80cm で加工可能

(58 cm では不能〉なものが TabJe

2 のように 10 樹務 12 個体あり，カ

ナリウム?ソイアおよびラブラは

全試験1';1とも AIと該 "j -9 る。

iii) JJJ率半径 58cm で rltl げ加工
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，rJ íl旨なト'"j EJí:[ま，マラスヲ クイラ，ウォーターガムおよびセノレチスであるが，各州むとも容積誕の小さい 1

~~ 2; 立の試験付は!日買が大きく 8 または C であった。

なお，マラス!とついては試験叫に割れなどの欠点が含まれていたが， !!日欠点材であれば主らに[出げ加仁

ω可能性は i引Jえするものと }~ll わ才もる。

iv) 45 cm ないしそれ以卜の r!i lネ半終で間1 げ力11-[可能な私H'ITiまタウン (23.~2のである (Fig. 3)。個

体による;主が大き〈ヲ (24) {士山手〈半径 30cm でも A のものがあ〉た。 タウンの rltJ itS半径 36cm および

30cm における損白は引取り ~FJω以壊によるものが多く p 日11 げ )JIIT条件の検討によってさらに改善しうる

ものと考えられる。なお?対日古川としてi窪んだゾナば IlJl ネ半径 30cm でも会I試験材が Afこ;亥 ?i する。

Tablc 2 {ζ は会的本土判手におけるLlII げ加工の可否 lとより 1 ~~V までの評WII五分を行って併記している。

11 , Ill, N はそれそ";!L 山本主 1':従 36 C111, 45 cm , 58 じ111 ， 80 crn について ä!l げ IJII LljJ~!3 (A が 3 本以

Lo), は 1111 ヰ:半筏 80cm についても灼げ加工不能 (A が 2 本以下)であるじ

今回とりあげた出位については，主主して!臼比重村の)Jが小さな (tt-l-~~ っi主任に山げ }]Ilーにできる傾向がみられ

#が
I~ 。

なお， 出J げ忠ru二時? ぷによって命1]<.率は 3 ~1096 程度増加し， 乾燥によって蒸煮後の;"，"7]<.率より 8

~j159ô 程度減少し，以後の放丘中はそれほどかわらないようである。

2) 山本、n壬の変化

Table 2 !とは IUI げ 1111工後 1 か月!日j経過後の 1111 率半紙の変化〉存在示している。文化本(})武の値はノìJLL 仁後[出

ネ半係が小さくな ) i，-ごととを意味する。 1出耐主白i げ加斗立後〈サ措}主主欽1失~からはずした在後) οのコ川川f他|広良幻l;は:ま全4利伴イ牛入としでざら l

変化-ネ終がd小\さシt 、市カか、， 負制 lこ大きいものが多い。

このように山げ加 j 後山本半後が小さくなるも ω‘大きくなるものがあるが， r日イ条件についても変化

本のばらつきが)1 常に大きく 2 制碩，出率二1'-径などとの関係は iUJ らかごなし」しかし?いずれω場合も実

iIJ l二支障をきたすほど大きな íttr 2キくこい径の変化ではないといえる。

なお，変化本のばらつきのよさい原因として，試験方法でのべたように，帯鉄で回定し乾燥を終わった

時期の 111]卒半俸を治呉のそれとみなしたが，実際には乾燥による仰さの減少により山本半径が小さくなっ

たりベ郎分的に曲本半係 1ごがあったためではないかと思われる

2. 釘打ち

千葉保人(1)

主J]'1 ら出について3 つぎの 4 項目の試験をした。

乱)釘の出入抵抗さ速で主]を)1 入したときの抵i/cを値目「爪阪日間，一本 IJ 耐について測定。

b) 釘の引き JIZ き抵抗: jtJ8で釘を引き抜いたときの抵抗な初.fj [ITî，板目 j]Jf，オ仁川 Ifriiとついて測定。

C) 打ち込みによる訂のifi入泌さたの)Jで主]を打撃したときに釘が進入する泌さ1:.flE I:d T [IÎ について

測定。

d) 釘訂ちによる'，1Mれやすさ;板村に釘JI らしたときの押Jれやすさの相反を， ft;1]l-Tじからの距 ji;jtを従えて

、日

U、Ij)l.:_。

(1) 木村郎
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項目 a ， b は釘れちの難易と保持力の t~j現による比佼， d はごたHJ上の目安として試験した。項目 c は通

常のH-rJ ちと圧入の比較のためにおとなったの

( 1 )試験方法

1) 試験材

パプアニューギニア産 24 は趨 30 rf!il{，4:と比較のために加えた本邦座制 6 樹積について試験した。

板材で天然乾燥後ヲ試験片ーをfj-製し， 20oC, 70~75% R. H. の室内で 2 か月間調促して試験に供した。

2) 釘

試験に用いた釘はつぎの 2 桓類である。

鉄丸 n N 45 直径 2.41 mm 長さ 45mm

g゚( j [, n N 65 直径 3.05mm :[，之さ 65mm

Cコ
げ、

-l--~-ム o _-寸\、、、
一 30 -r<;0 --~ ~- 板白島

flat grain 

Fig. 4 J王人抵抗，ヨIt友き抵抗，進入

深さ試験片 (mm)

Spedmen for driving resistance, 
withdrawal resistance and depth 

of pcnetr旦tion.

(1 )圧入抵抗
Driving res'， sta門こe

ぼ】

(JIS A 5508 鉄丸くぎ〉

3) 測定方法

a) 釘のnニ入抵抗

試験片の形状は JIS Z 2121 ひと材のクギ、

引波抵抗試験)j法〕によった (Fig. 4) 。

主了 (N 45) のu:入は Fig. 51 の材料試験

機(島津オートグラブ IS-5 ， 000， ロードセ

jレ圧縮用 500 k討を用いま主1 をj合兵でl:]llii

lこ走夜 lこセットしたのち3 日:入速度: 100 

mmimin , ).王入深さ: 30mm でおとない2

荷豆(-!:f入深さ fHJ線を記録した。試験片は各

2jJl ，測定数は各条1'14 本である。

)l:入祇抗は次式から求めた。

釘の.FE入抵抗 (kgicm) =ん/1

ここ lζ

Pa : 釘の j王入 lζ空きした最大荷重 (kg)

1 釘の注入深さ (cm)

b) 釘の引き波き;出九

圧入抵抗を測定した試験j「と釘を用い，

Fig~ 5 2 の装置で測定した。引きJムき速度

は 50mm!min とし9 市]走 引き抜き長を記

(2) 引視さ抵抗 3ました。 H:入より引き抜きまでの経過時間は
Withdrawal resistan� 

がJ 3 時|自である。
Fig~ 5 庄入抵抗s 引扶き抵抗測定装置

Apparatus for measurement of 

static drivinεand withdrawal. 
1 :口一 lゴセノレ Load cell 4 ・チャック Chuck

2: 釘 Nail 5 :ホノレダ- Holder 
3:;式験 Specimen

引き抜き抵抗は次式から求めた。

釘の引き抜き-Ilí:t九 (kg!cm)=PωJ

こと lこ

Pw: 釘の引き抜きに裂
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ロ
リ

0
0
 

1

よ

Fig. 7 打らによる告iJれの試験n

Specimen for spl�ting with nail. 

下

[12l " りふ丈!日

Appar旦tus for impact drivin必

1 :お奇 Nail 

2: 試験)'，' Specimen 
3; ハンマ Hammer

4: jf イド Guide rod 
5: ヰミノレダに刊 乱1agnetic holder 

1 . 釘の ìit人保さ(じ口1)

c) 打ち込みによるを!のj注入以さ

;為錘式の釘n ち装~'1 (Fig. 6) を jtj い， JJ:人以JJ'I~O) 試験)';のおE 民 r(úiこわっ j らした υ 釘はありかじめj'じ治;

出を打ち込んで l出之させ， J五:さ 1kg のノ\ンマーを釘頭の 10 cm _LiJ、ら自然落 F させ 1 3 [口j くり返した。

釘の注入深さは主j 打ち lìij後 lこノギスで ìJ[lj ノι して求めた c

d) 主j 打ちによる割れやす己主

試験ドj' (惇 2c日1 ， :110， 6cm，長 30cm ， jßU: 目)のÎ[i'M~ljから釘立派の約 5， 10, 15 i訟の位置にオJえから

釘打ちし，割れの発生1λ泌在住察した (Fig. 7) 。

iilrt了ちは試験片 2 J:'( についてlIfû~~M ~-:述 j市のハンマー (390 g) で釘が;貫通するまでおとなった。 打ち込

み凶 21Jは 4 ~13 凹であった。

割れの測定は，内 1m:で割れの見えないものく 入釘の周辺に徴小な ~;Ijれが立じたもの(十入米 IJ に iさ

ずる，ft:rJれが光生したもの〔十十)の 3 段階に分けて個数を求めp 別れやすさの程度を 5 段階iと分けて表し

.h 
I'_C! 

(2) 試験結果

釘の !j二人抵抗."引き Jムき JL~JJí.，子」ち込みによる進入Ì'5!~ さの試験料公を T且bl己 3 にまとめ犬。

j正入抵抗，引き抜き J山九と比重との関係の例として祝日 llil\-こ刻するも ωそ Fig. 8, 9 :こしめす。

Table 4 はおち}こよる割れの先生状況から j~IJれやすさの深度を区分したもので， これを上と下oムと比絞 F

ると Fig. 10 のようになる。

これらの結果から，つぎのことそ知ることができた。
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Table 3. 釘の圧入・日l 抜き抵抗と

Driving r巴sistance withdr乱wal resistance 

j
j
 

H
h日

手
山
ヱ

γ
1
4
1
 

名

重
乾〉

44.5 
36. 7~52. 7 

Sp巴cies Specific 
gravity 
〔呂ir dry) 

瓦在。isture
content 

スポンジアス S�ondias dulcis 

アルストニア Alstonia scholaris 

カナ 1) ワム Canariu:問問dicu蜘

イエローターミナリア
Ter骨IÍnalia cala隅ansa百ai

レッドフラウンターミナリア
Teγ棚inalia sol帥?切れ側sis

22.5 
15. 3~30. 。

11 ε， 
211. 3 

19.0~22.7 

11 ノノ
24.8 

23.0~26.3 

ヱ マ Octo官zeles smatγ品坑晶 10.5 
9. 7~12. 。

クワンドン ElaeocarjうμS s1うhaericus 23. 7 
19, 7~25. 7 

マ:( フ ス Homalium foetidum 69.1 
60, O~75，。

カロプィ Jレム

7 ソイア

クイラ I四tsia b勀uga 53.3 
42 ， 3~62.3 

41. 4 
33. 3~46. 。

夕、イゾックス
Dysoxylum gaudichaudia抑制n

アソチ了 1) ス A枯れαγis toxicaγza 7.3 
6.0~ 9.0 

アルトカルプス 13.4 
11.3~15.7 

カメレレ
25.2 

19. ?~30ω3 

If 
16.3 

16 ， 0へ~21. 0 

27.5 
21. 3~38. 。

tぅ， 13.5 
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打込みによる進入深さ

旦nd depth of p巴n記tration

圧 入

入抵抗 (kgfcm)
Driv匤g r日sistanc己

板 s 面
Flat gra匤 

14.5 
11 舗 3~18. 。

11. 8 
1 O. Or~ 15. 。

ヰ自凶事
38. 3~J44. 。

40.2 
37. 7~J41. 7 

23. 5 
19 ~30.0 

19.6 
19. 3.~20. 。

25.3 
22.3~28. 7 

61. 1 
56福 ?~67置。

24.3 
23.0へ.27.3

事.7
9. 0.~11. 。

58.5 
51. 7へ， 63. 。

40.1 
28舎 3~~46. 。

8. 自
己阻 3.~ 1O.。

13.3 
12.0~14.3 

27.4 
19.3~34.3 

19.4 
17.0~22. ? 

26.4 
25.0八~28 ， 3 

2盟国 7
28品。ハ .31. 。

24. 3 
21. 0戸、 26. 。

16. 司
12.7~24. 7 

11. 3 
10.3'-13. 。

18.8 
16.0へ-22. 。

7.3 
7.0-~ 7.3 

14.3 
11 ， 3へ-18.7

55.2 
53.3~58.3 

18. 1 
17.0~19.! 

28. B 
24.7~3こ圃。

6. 1 
5. 3~ 7.7 

111. 自
8. 7へ~12. 3 

17.5 
1 L?へ，25. 。

8. 自
8. 0~'10. 。

11. 8 
9. 3~ )A.。

Static driving 

引抜き抵抗 (kgfcm)
羽Ilthdrawal rεsistance 

8.310. 自13 園3112固 74~.46.3 

7圃富 4同書 4.6 
6O~J9.0 6.0~ 8.0 4.3f J 5 , 7 1'-]:. U 

21. ~~ '_ 2.8 
20.3八 .22 坦 7

lS.~. ~ 4 呂
14. 3.~，2 1. 3 

忠信 日 3 
7. 7~ 1O__ 7 

50~11 87 101 

!3.3 , , 6.0 
11. 7.~16. 7 

自. 1 ~ ~ _ .5. 5 • .5. 3. • 10.8 
5 ， 0八J 8唱。 r ハ〆ハ ハ付句ハ

F.~.~ ，， !B.~.. , .9.6. 8.9 
16 ， J~20咽己 16.0~21.0 7.3~1n 

~3.~ ， . .. ~3. 1, • L 5 
48. 3~57. 0 39. 7~.47 網 7

! 9.~. . . ! u. . 6.2 17.3", 23.0 J ハハ 1 門つ ・

7。自 守・\lI 1 r: 1 

5.7~ 7.3 3.3~ 4.7 JJ.J 

47. S 48.7 30.3 
36. ï.~60 ， 7 46.7r,,54.3 2 1. 7 〆~.40 0 

~ 1 8. . .. ~4. 3 ~2. ~. . 2. 3 
23 即 7.~J40. 7 19 司 Or~44. 7 18.3."-♀6.0 

5. 7 5. 1 4. 2 
5.3~ 6.0 4. 7.~ 5.7 3. ?~5， 7 

乱富 8.3 6.2 
6.7へ-10.3 7.3へノ 9.3 5.0へ- 7.3 

一一一一一一一一

1 8 . 7 1 1 . 2  7.9 
12.3~J23.3 1.3へ-19.3

12.6 4.8 , , 8.2 
10.3~14. 7 4.0〆)日

2B@22g.97.3  62 
15.0'-32.0 18. ?rJ24.0 7.0へJ 8.0 
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Tab!日 3四つづき (Continued)

タT
治
問

合水率
9� 
|圧

柾目面|
Edge grain 

J
 

社h
M

ftli. 

Moisture 
cont日nt

Species 

ウォーターガム SyZ)ぽium sp. 

ブ ブ フ

コニ ;j~' 、/ ア

一一一一一一一一一一

タ ウ ン Pometia 争i机乱αtα

一一一一一一一一一一一一

l' ノf

" 1I 

タ ウ ソ P併netia so. 

ノ Yハ ブザ キウ b 
27 0.45 

Palaquium erythrosjうermum

プランチョネラ Planchone出 thyrso伽 28 O. 45 

アンベロイ Pterocymbium beccarii 

Celtis kajewskii 0, 58 14.3 32. 7 
セ Jlノ チ ス 26. 3~40，。

Cγヲ争to宵ze;γia j，的onic品 0.36 12.6 12.6 
ス 土了

8. 7へ-16.7

ヒ / キ Cha持1aecypaγis obtusa 12.6 I 20園 3~28. 。
一一…一一

Piceα jezoensis O. 45 12.2 25.4 
コニ 、j ぺF ツ 21.3へ.26.3

Larix lept 01φIS 0.53 12邑。 25.4 
カ ブ マ 、y

17.7~34.3 

I f っ oDn¥  0.63 11 6 411.3 
フ ナ Fag叫s cγenata 33. 7~52園 3

ス ナ ブ Quercus crispula lV~ 0.61 121 I13404~1.55 53 
、、、

(45D) 
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r
rぃ

仁
ム 人 Stat� driving 

38.4 40.6 23. 量
26. ! "../,S. 0 32. 0~..17. 0 フ J 3~~三人 7

15.5 9.3 
il. 7"'-10. 0 

1!U 
8 ， 3へ-12 ， 0

11, 8 
10.0"'.?147 

事 1
7.7".10.3 

自 .6
8. 0 ，'~.12. じl

31.3 
28. . J 

22.1 
J Cl. 3ヘ .2"白。

58.5 
49. 7~...凸 é..O

50.3 44.5 
39 3~"50 7 

39園口..-46. 7 

22.2 
:?1. 0~24. :J l'乙 0.-.1 i3. 7 

1 之 7
] l 宥 14. :3

14.3 
12 幽 O ヘノ 1 3 9 , 2 

7 掴 5 勺 f
6. 8 ， 7 舎の

?圃 2
6.0-" B, O 

10 , 8 

4.4 
! 

12 ， O-~16. 7 

35.9 
32.3-' ノ 4 1. 3 o 

6 

3 ヲ

6. 7 

!l.5 
9 ， 7へ.11 旬 3

8.2 

合 1 3. 7 

33 , 4 
31. 7~.3S 診 3 21. .>.-27 ,:3 

7.4 
0-,- 8.0 

14.2 
12.7--'-'15.7 

1 自 4
9. 7'~è7. 0 

6.6 

18.5 22.4 S.6 
lS. !へ o 20.7~-24.0 1 ， 0へ日 7

27. 脅
25. 0 ,.".3 1. 0 

13.8 
10 柑 3~..20. :3 

17 , 3 
3--21. 

14.2 
10. O".-lB.:3 

6.6 

11. 11 
8.0八.18. :3 ヲー 5

42. 事 2広告 3日.宮 25.9 
10.0ハ 7 24‘ !~-:i4. 。 3..34. 。 三3.7--.28.7

35.5 28.4 23. 1 19. 自
33 , 3~--36. 7 22.0へ-37.3 21. 0--25. :J 

22 
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l
H由0
1
1

分3)

1 

長:

&T I間隔(端部からの距離) End distanc巴

30mm (キ 10 D) 45mm (宇 15 D) 

廿 I + I - I サ

事
山
耐
山
見
嗣
海
部
ヨ
日
出
話
時

E 

E 

E 

E 4 

n 4 

n 4 

。

。

。J 
" 

。。

Table 4. 釘打ちによるおj れ頻

Fr己quency of sprittings by nailing 

4 。。

;f, 

Spo抗dias dulcis 

干重

Species 

ス

結 i

ジアスポン

4 

4 

3 

。

。

。

。

。

A 

2 

。

2 

2 

。

。

4 

。

。

。

。

。

。

4 

4 

0.29 

。.61

0 , 62 

2 

3 

4 

Alst帥tia scholaris 

カナリヴム

イエローターミナリア
Ter刑問αlia calα明α叫5α世αi

レッドブラウンターミナリア
T、ιγ隅inalia 5010悦onens!s

Canarium 問dicum

ニアトアルス

。。j 
i‘ 

。。2 0.41 
r 

3 

。。A 。。。4 。。.416 1/ 1/ 

。3 。。。4 0.41 7 

I 4 。。A 
L 

。。4 。。0.36 B Octomeles smatγ品抗品て7エ

浦
包
印
ー
唱

E 4 。。A 。。2 。Z 0.45 O 
〆Elaeocaゆus sρhaeηcus ンドンワク

V 。2 2 。。4 。。4 0.89 10 Ho:批ali也枇 foetidumスフて，

I 4 。。A 。。3 。0 , 4:) 11 Calophyllum vexans Jレ i、イカロプ

I 

V 

N 

4 

。

2 

。

3 

2 

。

。

。

。

。

。

3 

。

4 

4 

。

。

。

。

。

。

4 

4 

。白 36

O. 76 

0 , 71 

12 

13 

14 

CrYlうtocarya massoy 

フ

クス
Dysoxylum gaudichaudianum 

リス Antiaris toxicaria 

I札tsia bijuga 

アイ

、フ

、j

イ

ゾ

てr

ク

ダイ

I 4 。。4 。。4 。。0 , 26 1:J アンチア

I 4 。。4 。。4 。。0 , 31 16 Artocαγ骨us z乱czs叫Sア Jレトカ Jレブ。ス

n 

n 

4 

4 

。

。

。

。

3 

3 

。

。2 

Z 

。2 

0 , 49 

0 , 43 

17 

18 

EucalYlうtU3 deglujうta

ノノ

レレメ

11 

カ



E A 。。3 。。。ど40.60 l ヲノf/1 

E 4 o 。2 。。4 0.68 20 Syzygium sp. ウォーターガム

\
品
川
、
寸
い
いi
t
dい
吋
W
U
3
δ吉
村
尋
問
団
a
(
W前
回
一
諮
)
(
山
抑
制
一
一
泊
革
関
ヨ
凶
湾
)

I 4 。。A 。。4 。。0.40 21 Anthoceρhalus cadamba ブフフ

E 4 。。4 。。4 。。。.3422 E匂odia elleγヲ且抗岳アツボコ二

IV 。4 。。フ三。。0.61 23 Pometia Jうinnataンウタ

IV 。4 。。。4 。。4 0 , 81 24 fノ" 
IV 

E 

E 

。

4 

4 

4 

。

。

。

。

。

。

。

t~ 

。

2 

。

4 

。

2 

。

ペU 

2 

。

。

4 

4 

O. 76 

0.62 

0 , 45 

25 

26 

27 

ノ/

ン

ウム
Palaquium erythros戸ermum

フ。ランチヲネラ Planchonella thyrsoidea 

Pometia sp , ウ
キ

11 

フ

担

2 、三

五4 。。4 。。3 。0.45 28 

I 4 。。4 。。4 。。0.30 29 Pte:γocymbi乱:m beccαγ11 イロベンJア

E
 

4 。。3 。。。4 0 , 58 30 Celtis kajewskii スチノレ-l: 

I 4 。。4 。。4 。。0 , 36 S Cryρtomeria j，αjうonicaギス

直4 。。3 。。。4 0 , 45 H ChamaecYlうaris obtusa ヰ/ ヒ

E 4 。。4 。。。。A 0 , 45 E Picea j，巴zoenSIS、ソて7ソエ

立

立

4 

A 

。

。

。

。

3 。。。

2 

4 

2 

0 , 53 

0.63 

K 

B 

Larix leρtoleþis 

Fagus crenata 

ツ

ナ

• 、フカ

プ

に。

思4 。。。3 0 , 61 M 

D : Diameter of the nail 

++ : Splitting to end 
+ : Small splitting 
一: No visible splitting 

割れやすい
Order of splitting easiness 

Que:γC祉s cγis争ula

D: 釘の直径

十1- :斗;口までの割れ

十・微小な割れ

ー・釘j れなし

I く Eく][<NくV
__，・・

フ

2) 

3) 

ナス
、
、
、



-192 ー 林業試験場研究幸R告第 295 号

70 

601 

.. East New f.:,ri • am 'NC【苫

ゐ Japanese wo コ ds

50 

事
会

6 . 

L十ん~ � 

j6 
• • 】

‘
.
ム
d掛
­
• 

・

L一一一一斗一一一一上一戸一_L一一一一一L一一ーでL_
Oム cつ Jß ヨ

重 I % ~之、l

gravity I 円 alr Crv 

Fig. 9 Dll};:き鼠抗と比重の関係(柾目)

The relation between with刷

drawal resistance (edge 
grain) and speci長c gravity. 
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ドよ i -'-_-'-_..J__ 1 I I L.._j 
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比 重量(顎斡)
Specif IC gravity in air dry 

Fig. 8 圧入抵抗と比重の関係〈柾目)

The relation between driving 
resistance (edge grain) 乱nd

sp巴ci五c gravity. 

7C 

巳OトIt East New 日ritain woods 

6 了apanesE" woods 

50 

釦
川
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国
主
自
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!日 a ・占 E 

‘・，

。

。 ru m m ~ ~ % M M M 
tヒ 重(民事2，)

Speci 千 ic gravity in air dry 
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1) 圧入抵抗，引き抜き抵抗と比重との間には密接な関係があり，いずれも比重とともに増加する。引

き改き jlIJJL Pw (kg) と気乾比重 r との関係 fJ: Pw=77 r 2.0 でしめされ，米国t~産試験場による同形の関

係式3)の指数 2.5 とくらべてp やや低い。

2) 割れやすさの程度は，一般に比重とともに治大し，日比重村ほど割れやすい。木構造における釘接

合の場合，端部からの距離を3 わが国では釘の直荏の 15 倍以上にすることが推奨されているが引久本尖

放では，マラスヲクイラが 15D で木口までの割れを生じ， ダイゾックス 3 タウン (23 ， 24 , 25) も釘の

まわりに小さな割れを生じた。これらの倒産に釘打ちする場介には，あらかじめドワ jレによって允子しをあ

けることが必要である。

& セメント鞭イヒ撞害

高木 純(1)

本質セメント板の原料 lと使間する場合の資料としてs セメント硬化に対するこれら木村の挙動を検討し

たQ セメントと水粉を泌合して，ブロックを作仏部分圧縮強さ安測定 Fる方法によって，セメント硬化

の!也容の程度を誠べた。

( 1 )試験方法

セメント・木粉プロックは約 20mm X 2璟m X 25mm のものを作った。

セメントと木粉と水の豆長:比については，セメント，木粉は気乾重量をとり， 180: 10 : 75 とした。

実験lζ使用した木材の会乾比重は， 0.26 から O. 79 の聞に分布しておりベ 使間した本粉の同一重量で

のかさは比 i帝によりかなりの差を示し，さらに木材の材質的相違により，太粉の形状にもかなりの売があ

っ fこ。

ノドヰ~jのこれら，形状あるいはかさの遠いにより 3 二本粉表面積lこ三査が生し/， ブロック製造時に，木粉!及71<

i毘:が樹種 lとよって異なり，また，セメントア守口ック I!I の水質の占める体積jおも変化することが二ぢえられる。

これらの要因は互いに関連しており B 木村の比重に応じてセメント，木粉， ;1<.の重量上じを有効 lζ変えるこ

とは悶郊であった。

本実験は，セメント，*粉ブロックの強さそのものより，セメント記老化陣容の有無を検討することがは

的であるので，木材の比重の廷を考慮しないで 2 セメント， :+:粉 p オくの京選:比は一定lこした。

1) 本粉

試験局土場に搬入された丸太をチェンソーで玉切りした j療の z のこくずでふ;粉を作っ t::. 0 したがって，

採取部位の樹高は一定でなく，辺材，心材は混合している。のこくずは 4ûaC 以下で十分乾燥させ， 小型

粉砕器で粉砕し， lûO~24 メッシヱの粒度のものを気乾にして使用した。

2) セメント

rtî販のクラフト袋 4ûkg 誌のものを使用した。秩父セメント株式会社製普通ボルトランドセメントで

ある。

3) セメント・水粉プロックの製造

プロックの大きさ :iI5 さ 20mm，船 20mm，長さ 25mm

(1) 木材郊
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ブロックの数は 1 個体に対し 10 個

混合重量;比:セメント〈気乾) 180 

コト; 粉〔気乾) 10 

7K 75 

セメントピ木粉を混合し，十分にまぜあわせたのち，所定量の水をJJ日え，よくねった。型枠の中へ棒で

すきまのできないよう，よくっきとみ， 型枠中に 48 時間放置後， 型枠を分解してブロックをとり出し，

案内に放置した。

部分圧縮試験は， m型後 4 日目 iと行った。

心部分圧縮試験

ブロック製造時に型f~C.の中で垂直であった 20mm X 25mm の面を t面にし， その rþ央を底面の平ら

なスチーノレ丸棒で圧縮した。圧縮面は，直筏 9. 80 mm，断面積 0.7543 cm2 である。

スチーJレ丸憾のセメント面への降下速度は毎分 lmm で， 最大荷重を測定した。測定には島津製作所

オートグラブ IS-5 ， 000 を用いた。

測定結果から部分fE縮強さを求めp 各樹穏ごとに整理した。

(2) 試験結集

部分圧縮強さ (kg/cm2)= 部分圧縮最大荷重(kg)
仏 7543(cm2)

結果を Table 5 に示した。比較として，セメントのみのもの， セメント硬化倖害のみとみられないと

されているエゾ7ツへセメント硬化障害のあるとされているカラマツ心材8)を用いたものの結呆も Table

5 の下部に示した。

セメントのみの場合のセメントと Jkの重量比は 180: 66 である。カラマツ心材は群馬県沼 l日営林器管内

40 年生のものである。

Tabl記 6 により，セメント硬化隊害がないとされているエゾマツの部分圧縮強さが 638 kg/cm2, セメ

ント硬化障害があるとされているカラマツが 469 kg/cm2 である。 このことより考えて，試験をおこなっ

たパプアユューギ、ユア材のうち，セメント硬化障害ーがないと考えられるものは次のとおりである。

カナリウム， イエローターミナ J) ア 3 レッドブラウンターミナリア (5， 6, 7入 エ J) マヲ カ口フィノレ

ム，ダイゾックス，カメレレ (18)

その他のものは便化障害をおこす危険性をもつものと考えられ，特に著しいものは次のとおりである。

クワンドン， クイラ p アンチアリス，ア jレトカノレプス， ラブラヲタウン (24， 26) , アンベロイ多 セノレ

チス。
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Tab!e 仇 セメント';f:粉ブロックの密度と部分圧縮強さ
Dens�y and part�l compressìv巴 strength of c巴ment・-wood powder block 

1iG 分圧縮強さ

M5J 皮 ti出40官官
I Densìty 平町長tJ\二二;最犬)T寝率爾主主

i Log No・ ~~U0Hy 1--r ~-jÀ~~;age St~d~~ 

I (g!cm3) I (min，~max，) I deviation 

lll4昔5[1, 73 .， ~TU~AA 32 
419~502 

418 勺仁1, 56 ~nA~.:~0 ど
384~472μ 

534 42 
48C へ.602

597 
540~630 

自2自
569~68ヲ

552 
448~622 

534 
434~619 

520 
455-~612 

387 
293~.473 

427 
375~500 

自28
591~676 

460 
414へ.497

245 
220-~288 

5自4
463~566 

298 
251~.371 

277 
253~309 

473 
406~516 

54司
502へ.561

514 
362~5目

47君
~56~514 

321 
284~373 

496 
~06~5i9 

468 
420~518 

35自
320~410 

33盟
286--411 

459 
408へ.544

455 
J99~.526 

448 1, 70 .~.~~~nn 26 
406~483 

351 1.64 .-"， ÙU~()' 1 ヲ
314~384 

3118 1, 66 ~L~~U~01 19 
265~331 

935 2.07 .'~0~ùù nn~ 100 
772~1 ， 083 

638 1, 72 ， n.uu~n ， 49 
o34~701 

, .,., 46富!
カラマツ Larix leptolePis 1. 73 380:':532 50 

樹 種

Sp巳cies

アルス ニア

スポンジアス S戸ondias dulcis 

Alstonia scholaγZS 

カナ リウム Ca抗arium 問dicum

ベエロー担ーミナ可了 Teγminalia calamωlsa抗az

レッドブラウンターミナリア
Ter制inalia 50l帥ぬO抗阜ねsis

11 

エ

クワンドン

て7 フ

カロフィ )[/ b 

てf ソ イ

11 

ノ/

で才 Octo押teles sumatrana 

Ela記ocaγpus sphaeγzc百草

ス 日。叩aliu拙 foeti品叫踊

Calο'phyllu押1 vexans 

ア Cγ主，ptoc在ry品畔lassoヲ

クイ

ダイゾ

ラ I抗tsia bijuga 

ッヴス
Dysoxyl也制 ga叫dichaudiα抗日明

ス Antiaris toxic俳句アンチアリ

アノレトカノレフ。ス

カ メ レ

11 

11 

ウォーターガム

フ フ

:r. ボ 、ン

タ ウ

If 

〆ノ

タ ウ

ウム Palaquium erythrosρermum パラキ

プP ランチョネラ

アンペロイ

セ チjレ

セメン トのみ

エ ソ てr

Aγtocar炉品 znczsus

レ EucalYlうtus deglulうta

ノノ

::'yzygiu持1 Sp. 

ブ A札thoceむhalus cadα叩rba

ア Evodia elleryana 

ン PO持zetia pi托叫αta

If 

ノノ

ン PO持zetza Sp , 

Plancho叫ella thyγsoidea 

Pte，γocy拠'biu叩 beccarii

ス Celtis kajewskii 

、ソ Piceα jezoensis 

3 1. 79 

d 
占 1. 85 

。 1. 69 

6 1. 75 

7 1, 68 

8 1, 68 

9 1. 68 

10 1. 75 

11 1. 83 

12 1, 66 

13 1. 63 

14 1, 73 

15 1, 48 

16 1, 45 

17 1. 78 

iiう 1. 76 

19 1. 75 

20 1. 71 

21 1, 73 

22 1, 71 

23 1. 72 

24 1, 63 

25 J , M 

26 1, 64 

27 1. 63 

28 

29 

ロ
U

n
刈J
V

25 

38 

48 

58 

48 

57 

33 

25 

27 

26 

33 

33 

19 

32 

18 

5ヲ

23 

22 

43 

36 

29 

37 

34 

37 
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4. 化学的変色

沼地 滑(1)，後藤君子{1〉，加藤昭四郎(工〉

ひき材の化学的変色についてP 次の 4 項目の試験を実施した。

a) 鉄汚染に対する樹碍:の感性

b) アルカリ汚染に対する樹種の感性

c) 酸汚染lと対する樹種の感性

d) 太濁光による変色に対する樹極の感性

( 1 )試験方法

1) 試験材

供試樹種は 24 樹種 30 f肉体である。「甥断性j の試験でひきたてられた厚さ 5mm) 幅 7cm，長さ 2m

の薄片(第 1 報 Fig. 2) を，回転飽で表面を平滑にし， )享さ 3.5mm，幅 7cm，長さ 7.5cm のサ法の

試験片を作成した。辺材@心材の区別のはっきりしない樹種については，試験材の内{WJ部より試験片を作

成し，これを心部と初、し，試験に供した。また，コントローjレ材として国産材の針葉樹 3 樹種，広葉樹 2

格i程;を同時に試験した。

2) 材色測定万法

材色の測定ii 測色ß差計〔日本竜也ょ:業株式会社製 ND-K5 型〉により三刺激値 X， Y , Z を測定し

た。測定面積は直径 30mm の円形で 7.07 cm2 である。また ， ì!\IJ色色;!0 frr (ζ試験片をセットする方向を

一定にし，また処浬前後の誤.ù定場所が異ならない様lζ，治具を工夫して測定機器!と回定し/こ。

後述の汚染処理ならびに太陽光暴露出I後の Lab 系による色差 .JE は]IS Z 8730 I色泣表示法J (C従っ

て(1)~(4) 式 iとより算出し，さらに試験片 3 枚の半均値をもとめた。

L =cl0Y玄

。ニ 17.5( 1. 02X -y)!y" 

b ~7. OCY -0.847 Z)jy三

.JE= ((.JL)2 十 (.Ja )2 十(.db)2J 玄

こ乙に .JL， .J a , .Jb は処理前後の L， a , b の差

-一 C 1 ) 

-…. ( 2 ) 

…-一… (3 ) 

…(4) 

また，三刺激値のうち Y は明度lこ対応するので，供試樹種相互の汚染の程度を比較するため， (5) 式

により明度減少率 Ya を算山した。

H Yn-Y, 
Yd=~旨~XI00 ...白 (5)

ここに九は処浬前の Y， れは処l室i交の Y

3) 処理方法

a) 鉄による汚染

GRAy 91，武南10)および後藤ら11) も採用している塩イ己負:í 2 欽JJ<溶液による変色の度合いを測定することに

より，各出慈の鉄汚染に対する感性を判定した。

(1) 林産化学部
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o. 1% 塩化第 2 鉄水溶液 (FeC13 . 6 H20 手11光純薬製 1 級で調製)1lを入れたステンレス製のタンク

l乙各誌J極 3 枚ずつ 3 樹積(合引. 9 枚)のすでに材色が測定されている試験片を垂直 lご固定レじ 5 分間

浸演した。 ì芝演H寺の温度は 200C である c

j受 j去後，試験片は室内で 4 日間乾燥した心1'-衡合'7Jく率になっている ζ とを合;J<.2字詰i で惚認した )0

b) アノレカリ lとよる汚染

カセイソー夕、水溶液による変色のE芝公いを測定することによりヲ

判;宣した c

ア Jレカワ汚染に対する感性を

武南の研究12)によると，木材のアルカリ汚染は pH 11 向。~1 1. 5 Ja 上で、急激に著しくなるので， 本試験

においては pH 12担。〈ガラス電協 pH メーターで測定〉のカセイソーダ水溶液 (NaOH 和光総菜製特級

で調製〉往使用じた。

処理方法は欽汚染の腸合と同様で， 200C で 5 分間浸漬2 室内で 4 日 rm ij(z;燥した o

c) 酸による汚染

シュウ酸水溶液による変色の度合いを測定することにより 9 各担j種の殴汚染:と対する感性を判定した。

武子奇の研究18) によると， 木材の険汚染 l士、y ュウ峻⑤塩化水素酸ともに pH 5. O~pH 2. 0 まではほとん

ど汚染しないが， pH 2.0へJL 5 以ードでは急激lと著しくなるので，本試験においては pH 1.0 (ガラス電線

pH メーターで測定)のシュウ竣水溶放 (C204H2 和光純薬製特級で調製)を使用しfzO

処理方法は鉄汚染の場合と i司様で， 200C で 5 分間浸漬，室内で 4 日間乾燥した。

d) 太陽光による変色

各ゐi施の太陽光による変色の度合いそしるためにp あらかじめ材色を測定した試験片をラワン合板のJ:

に回定し， :iITi芥 40 時間林業試験場の屋と〈東京都目黒区)で太陽光に暴露した。暴露日数(j: 8 1::1山にわ

たり F ほほ晴天の河や7 曇天の日もあった。太陽ヱネルギーの測定はス

PH.ll-UT i弘受光fmは太陽光用紫外部 (300~~400 nm) 測定期を使用し，受光工不ルギ戸長の積算;値は

70.75 L乱ngley (ニ C乱lJcm2 ) であった。暴露の終了はコントロール材として伎即され変色が少ないと言わ

れているヒ/キ材が|句l!Rであきらかに変色した時一点告もってした。

(2) 試験結果

乱〉欽汚染 icj(jする +M1illの感性

官庁記した 0.1% FeC13 寝 6 H20;1<総i夜中への援活により，供試各樹Hi:は 7限度こモ異なるがいずれも!火以

1.".の汚染をlcË じた。 T呂ble 6 iと各樹種の処]:1I\FJ江後の材色をかす三刺激値 X， Y , Z (ぷ駁)13 枚のうちの

代表的な 1 枚の材色をぷす〉および色it LlE， 明度減少率むのム|ム均irit (試験片 3 枚)を示した。汚染の

程度の判定lむ 色発 LlE ニ 12.0 以ーとを示した樹積を主主汚染に対して強い感性をもつもの〈特弓 S) ， また

色主， L1E~2. 5 以下を示した樹孫を弱い感性をもつもの(符号 L) とした。

強い汚染を示した2 すなわる符号 S (Strong staiIけをつけた5郎、感性をもつものは， イエローターミ

ナリアの心部p レッドプラウンターミナリア (5 ， 7) の心材および辺材， クワンドンの心部2 カメレレ

(18) の心部3 タウン (25) の辺付およびコントロー jレはとしておi叫に試験した出並村のミズナラ(心材)

ヤヴある。

5ìiJし、汚染を示した， すなわち符号 L (Light stain) をつけた弱い也をもつものは， アノレストニヤの

心部，エリマの心材，カ口ブイ Jレムの心当l'i5 ， --7'ソイアの心部，ダイゾックスの心部，ラブラの心部p ノ f ラ
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Table 6. 欽汚染に対する

Staining sensitivity of 

イエロ{ターミナリア
Teγminalia calamαnsα抗ai

~"---i-一一 処理前後

! .... Lt. -'-n L ,L Fr円， 1 ChanQ'巴 of col口r of wood 
心材辺材の別 ち

|原木番号 K;，:'..IVJ W開山車E豆13 .6 型至。

I Heartwood I 未処理
ILog No.! or Untr田ted parts 

し鈎pwood ' x 二三ユ三 : 
lllFUTjlL 竺!l-

三五亘記しι引[三:ぞ 3註(
3 Ir二 !:fl:;:ン::3
4IIn間関川 ;-8~--38三~8 I 二竺

5lr二;:討す:ン三;
6i-137日 \JJK2仁王七

ワ l ぷヶ十三.9了二示;(→エ;Ji

J i ; -;二十苧:ij:JUJfJ計 J;:
仇t側eles su脚trana Sap. 35. 19 1 35.41 26.41 

-&ムムムム了一 I 9 I唖王E可 59.98 1し一一←一f一
一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一←丁一一→一一一一一 1-一一一一一…一一…寸

Heart.! 22.31 

5ιん…山…側仰ω叫叩ali仰Jμ伽山iωぷんM」んJわf

zゐdA品ふふ1ふ Jιふんdふ込 I 1日1 川Inn即ぽ 問阿rt 40. 52 I 37.99什 26.41

一ユ瓦ムムJムム一ぷ;L瓦oy 同戸 IIn加nn悶 p凹問凶a訂art此t[二つ7.5二つ万寸77j瓦函よ斗一一1( 

:十一十一十 一; l H-f下三70 25.99 13.ム i

ヅがj?一二一一」二王」二三百:三百三三
一幹料十軒目 l-:止竺:;;;ユ:ヂiJU」三!

Antiaris toxicana .v ←ー-- ，1"'-ー VV. 一一 一|

LMA亙三7177F子._---_，-----_._-三.0842.6ム)
カメ レ I T___~~ _~~~.j.. I AC  z-'! Ji<J ,)í\ ')1 00  

Eucalyptus degl坤ta 17 I Inn巴r part 45.62 43.30 31.28 

FI 18 I Inner 阿 ~~~-I-ヌ山一一 l

|ι19υ」

一2みぷ狩込;凶ふι白]: 空二一一… 下 20ト H平?竺竺竺竺!ト: し ;空竺'8.竺竺一f竺!竺土!トJ 三三:7.64 一一 1竺土竺~5_6I リ

品t 種 名

Species 

スポンジアス
Spondias dulcis 

アルストニア
Alsfonia scholaγis 

カナリウム
Ca目的'ium indic即時

レッドブラウンターミナリア
Ter拙ぬlia solomonensis 

FI 

!I 
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制穫の感性

speCles to iron 

処理後
Treated parts 

色詑1)

L1E 

!月度減少率1)

Yd (巧)
汚染度の

i 判定2)

Is凶 gr山

の+ぜ包1ι
due to thεtrεatm芭nt
solution 

Colo了 differ巴nce
Decreasεratio 
of lightn巴SSx y Z 

M
一
M
一
L

一
M

27.98 

竺|旦
5. 5~， 50. 5 S 

31.8~36. 11 

M 

27.51 M 

S 27.91 

S

一
L

33.0~ゾ34. S 

27.5 2.3. 3~31. 2 M 

24.6 22.6~25.8 

2. 宮 2. 9~ 2. ヲ|宮 2

1. 9 1. 3~ 2. 4 3. 3 

白骨 7.9へ， 9.6 27.2 

27.5へJ32.4 M 

47.63 46.80 し 8~ 2.9 L 

39.14 5.2 4.9~ 5.6 12.4 11.5~13.8 M 

46.12 45.80 32 ‘ 31 7.7 6. 己~ 8.3 19.2 i7.4.~20.4 

6 , 9~~10.0 19. 1 ，~26. 6 

M 

M 

M 

18.4へ'27 ， 1 M 
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Table 6. つづき (Continued)

樹種 名
のム4

7

、
月
刊
I辺ふつ

f
Z
A
1
 

、
f
u

口
十
勺

番木原
Heartwood 

Change of 
with o. ]労 FeCh 酌 6H20

未処理
Untreated parts Species Log No. 

44.22 

ン
23.98 

Cha押zaecypaγis

ミズナ
Queγcus cγispula 

ケヤキ
Zelkova seγγata 

注: 1) 試験片 3 枚の平均値

2) L: ~~い汚染， M: 中程皮の汚染， s 強い汚染

34.24 

30.78 I 28.25 

25. 92 I 23. 54 
〆/

与勺ソ
PO慨etia sp. 



パブアニューギニア材の加工的性質(第 5 械) (未利用樹礎研究庇) -201 

処理後
Treated parts 

色法1)

LJE 

明度減少率1)

Yd (%) 
汚染度の
判定2)

Color differ巴nce
D日crease r呂tio
of lightness y z 

17.54 7.3 6.7八日 3

32. 58 I 2. 2 1. 8へ 2.7 I 

3.9 3. 8~ 0 

5.4 4.5へJ 7.0 L 

9. 1 9.6~~ 9.9 瓦f

30.2 29. O~3L 7 M 

18.0 15.1~19也 7 M 

45. 4 14 い5.9 S 

24. 7戸~27国自 M 

18. 5 17 勾 2~20. 7 M 

8.4 6. 9r~10. 9 

6.2 4. ヲ~ 7.1 

19.4 14. 8~23. 3 

14.8 14. 1~15咽 2

1. 4 1. 3~ 1.6 3.6 3.0へr 4.0 

M

一
し
一L

一
M

一
M

2. 7 .~白 4.~ 3. () 

4.1 3.6へ. 4. ♂ 

乱在

39. 7~J4J. 7 S 

Notes 領 1) Nurnber of specirnens : 3 
2) L: Light síain, M : Mediurn stain, S : Strong stain. 
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Table 7. ア Jレカり汚染に

Stainning sensiti vity of 

樹 務 名

Sp巳cies

スポンジアス
S告側dias dulcis 

アルストニア
Alstonia scholaris 

カナリウム
Ca日arzu倒的dicum

24.99 

レッドブラウンターミナリア
Terminalia solo骨IOn四lsis

22.89 

20固 98

11 

11 

エ 1) 7 

Octomeles sumatγ畠時且

Heart. 24.95 22.38 I 12.94 
7 ラス 10 了 | 

万仰wlium joetidu附 S且p. 32.92 I 30.40 I 16.25 

弘ぷ孟瓦--~-~---1-1--lfu~~~一戸「…|つ5.91 二7

7 ソイア ，~ I T一一 t:.'"'1 ()1 C'") f"'1t:.'" ドnn巴T 阿川 53.81 53.95 I 42.96 Cryþtocarya 押wssoy .~ I <UU~> jJU>"  I ~~.~. I ~~. /~ I 

r Hea瓦 27. よ2 25. 75 

52.70 I 

11 

クイ
lntsia bijuga 

ブ
13.68 

ゲベゾマヲス
Dysoxy!u慨 gaudichaudianum

アソチ了 1) ス
A抗tiaris toxicaria 
ア Jレトカルプス
Aγtocarp協同ICZSUS

カメレレ
Eucalyptus deglupta 

ノf



パブ。アニ A ーギニア材の加工的性質(第 5 報) (未利用樹種研究耳目:) - 203 ---

対する私I 援の感性

speci日s to alkalin巴

色 三/_r.色 1) 明度減少ヰ山
汚染度の

処 lFJ! f交 L1E Yd (%) 判定2)

Tre旦ted parts 
Decrease r且tioColor di妊erence of lightness 

X 、r 7 

33.24 31 , 32 20 , 80 5.4 

ιs 

1.7 1. 5.~ 1.ヲ

32 , 28 7 掴 2 6.9へJ 7 , 6 21. 4 20， 4へ.22 ， 5

38.64 3.7 3.1 へノ 5野口 11 寄富 9, 4~14. 5 

恥f

M 

M 

M 

25.14 I 7 切 4 7.0.~ 8.0 1 B. 脅 M 

自.7 6. 4~ 7, 1 19. 自 M 

34.30 8.5 7. 白八. 9.0 22 惨 4 21 ， 4~23.3 

35. 78 35. 70 25.59 3. 自 2.6~ 3.3 11. 1 

35.05 I 35, 20 I 24.70 I 2.0 1.8へ. 2.3 1.6 

51. 24 51. 00 I 36.13 5.5 1.8~ 6.7 13. 自 1 1. 6~.15 ， 7 M 

14, 82 i 12, 28 ! 入 68 I 13.5 12.8.~14 ， l 44. 事 43. 4~J46匂 2 S 

29.90 12, 61 3.3 3. 1.~ 3.5 10.3 ヲ.7へ.10，ヲ L 

28.74 

M
一
M

一
M

5.1~6.0 13土 11 ， 3.~J 5. 0 

111.1 10.0~10.3 28.3 27.5.~.2久 3 S 

S 

M 
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Table 7. つづき (Continued)

一一一一一一一一一一一 | 処理前後
ChanQ"巴 of co ハV ハ woo

抑制)L.'t~-酬の別1 3区一世h工N塑 l
樹 種 名

I He旦rtwood! 未処理 l 

Species 'Lo立 No.1 or Untreat己d parts 

一一十ド一s鈎叫…a昭削叩山P抑阿内…明W附一f沿TOOood一 [し二一 x三三;工工_J~_…三y三三一;ワ:川i
1日4 一弘長ιιi 土竺十 よ 20 三竺 」…一一一~一一一一…J一T三竺三竺竺一し二一竺竺?

一JZ山弘包いそ竺号 CωdLんんm仰ω 二1~1 __  50-60 _1 竺竺
エボジア ..,., T____ ___ ~ _ _~.L .n  ,,- n 門【内|
Evodia ellerya附 22 ， Inn色r par引玖 68 玖 Eト 44.88

一一一一一一一一 一
Heart. 36.90 I 34.20 22_ 80 

タ ウ ン |っつ-----.- --. -- I ・

竺ti竺innata - 「」J:7Ji--rjIJ三壬-
Heart. 32 , 60 30.60 i 21.00 

l24 Sap.1 云J64 I 26 ， 38f 三 91
H I25j?と[二空王三 99 17 , 72 

一一 竺」一三:空土1__3ど九一二竺
HearL 41 , 05 I 38固 76 27.50 

タ ウ ン 26 一二二一上 一-----"_

Pomeγ一一一 二]一一竺ー 2己(
! っゥ Heart. 35.12 1 32.81 20.20 

ノf ラキュウム ( つづ
Pa同uium erythrospermu例~， Sap. 山 26， 70 1ι1 

一品以lLμidea一一 28 I Inn竺ー吐 49.56 4どo i 36.11 

みんふJbJmi |29|Inner parti 6070| 61 B2 4山

- z hhhfJ30  I 1mler pa~ _~:~~_I ,__ 54.71 35.22 

Heart. 39 , 76 I 37.65 24 , 53 
スギ! ----_.-!  

Cryptomeria japonica 竺~'__ 53~ 52干1__~6. 76 

カラマ
Larix leptolePis ツ ー一一一 Heart し γ6_~i 42土 25.68
ヒノキ
Chα叩aec沖aris obt，乱sa

ミズナ
Q誌記γcus criゆula

ケヤキ
Zelkoi型a se:γγata 

f主:1) 試験片 3 枚の平均値

L-L 竺|型 35.58
-一 Heart. 3ど二二三3 1 25 , 33 

J-!?-l f:L 二。竺 l … 
2) L: \lt) い汚染， M: 中程度の汚染， S: 強い汚染



パブ。アニーギニア材の加上的性質(第 5 報) (未利用制種ft!f究明工〉 -205-

X 

24 , 10 ! 

処理後
Tre抗告d parts 

/'(，今r'.1)
L_~L 川千

L1E 

りj 1支減少率、1)

γd (%) 

| 汚染度の
l 判定2)

I Stain grade 
Color differ巴nce

Decrease ratio 
of lightness 

18.06 

M
一
L

Notes : 1) Number of specimens : 3 

2) L: Light stain, M : Medium stain, S : Strong stain. 
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格j 璃

Species 

スポンジアス
Spo前iias dulcis 

名

レッドブラウンターミナリア
Ter悦ialia solom併ze時sis

11 

11 

マラス

Homalium foetidu附

カロフィノレム
Calojうhyllu隅 vexans

7 ゾイア

クイラ
Inisia bijuga 

休業試験場研究報告第 295 号

Table 8. 酸汚染 lこ対する

Stainning sensitivity of 

35.89 

37.23 

処理前後
Change of color of wood 

with pH 1. 0 C204H2 

35.01 

36.75 

40. 75 

42 と 33.

28.09 

44.52 



パプアニューギニア材の加工的性質(第 5 報) (未利用樹種研究泣〉 -207-

樹穏の感 lド1:

species to acid 

の材th 色
due to the tre乱tment 明度減少率1)
solution 色 ん主主ム1) 

汚判染度の
Yd (労)

定2)

処 :m 1乏 4E 
Treated parts 

Decrease ratio 
Color difference 

of lightness 
X Y Z 

39.05 36.10 24.17 5.2 5. 1~ 3.3 7.3 M 

37.41 3 -7 他 6~-4. 7 1 M 

50.71 49 , 56 30.90 2.4 2.1~ 2.6 3.2 2岨 7~ 3白 6 L 

40.86 ; 38 捗 07 26.13 3. 雪 3.6~ 4.2 2.0 0.9ヘノ 3.3

44. 13 41. 73 i 28.49 2.2 1. 6~ 2.5 3.0 1. 6八. 3.7 

40.56 40.19 24.35 ! 1.事 1. 6~ 2.2 1. 2 -1. 5. ,, -0. 7 ' L 

32.51 29.47 19.38 3. 9 3.4~ 4.4 4.11 -0. 1~ 7.7 M 

35. 13 ' 33.78 20.22 I 2. 自 2.5~ 3.0 自 .6 -0圃 2.~ 1.9 M 

35.83 33.99 24.69 I 3.9 3.?~ 4.1 2. 8 1. 6~ 3 剛 8 M 

36.06 34.97 22. 52 3.4 3.2へ~ 3.5 I 4 日 2. 4'~' 4.8 M 

42.25 41 圃 33 30.96 3. 7 3.5~ 4.0 

3. 2 2. 守へ. 3.6 1.6 0.4~ 2.7 

34?314%31||15116 9 76 ひ 7.4
47.53 46.97 11. 1.~12. 0 

56.62 56.24 1. 7~ 2.0 

2. 6 2.0~ 3.3 

2.2 

37.74 34.17 4.2 

57.92 57.48 
21181l47~~U 22l  (M ー0三.5'~二0竺4L1 L 

-1. 7 -2. 4~-0. 7 L 

1.8 1. 7へ.2.0 I -11. B ー1. l'~-O. 3 L 

M 

40.56 6. 7~10.8 M 
一一一一一一-

39.14 6.8へ.9.6 M 

43. 79 M 

32.04 
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Table 8. つづき (Continu巴d)

一-6Q1 --JJ里一→百一後

Chang色 of color of wood 
(原本番号 IJ L.'is仏哨叫j 一一"-'.l.lUl 号ith p l:!_1,_QS:;204H2 

桔 t 1i:b J�./f:1i�" J'1 卜一一一一一一 一一一 一← l 

i Heartwood 未処毘 | 
Spedes iLog No.! or Untreated parts 

sapVl河口 d 一一一一一一丁一 一I--.----!
x y z 

一 一 一一 |一一一一一一一一一一二二一一よ一一一一一」一一一一一一|
」五五土一一一-L?上一竺 28.59 し三日 19.99

;n伽eFJLJMS CGLmba | 21 (Inner p品川 53.81 1 53.55 34 川

:亙ーら孟ZJ二二三lιl示亙 6ιl 三γ己二云El
タ ウ ン I ?l I ヤ竺. I 竺竺 I 3三三 2竺 l
Pometia pinnata … Sap. 36.91 I 34.39 1 23.28 

Heart. 34.41 32.37 I 23園 14

1 ケ!亙了正二 27， 02 19.42 

J 一一 Hea竺_1~9と竺三l
_____I_-~トニJ ::::L:::-;11 

タ ウ ン ?f, 1_一一一一一」←一一よ一一一一斗一一一一一一|
Pometia sp. i -- Sap. 39 , 02 I 36.60 25.96 I 

1Ji;J J 一一\ー亙:プ「三主L二十L
Palaquium erythroゆer削um …C:"，.... '::t':1 on ':!l 17 

ι瓦anι;ムぷ2品L包坦 ソ竺坦ν空示ι“\がt 一一二三二二二一.-二三一三二ゴ:一一f竺王J:;;1:二戸f己ニ日);h;Uj三::r1}す青苧\7(そ?も7?Tそも---[ 

忌ιf」ゐぷんy孟必ふ必~竺d必1干dFJゐ之心b4G也一一一L三三仁』竺竺竺竺1二一三57.一三 58竺f竺1リよ一竺?二3とUl 
z与ゐμel助l仇れμ〆.
ス一一一一一+.一一一空rt. i 瓦J「三:-40T-;ムJ
ケtom空ia japon空 Saと L 竺90 53.68 38.25 

μ78Mzs ¥ 一 Hearト l 一日」-11竺 25， 60
;;旬以4pw主泣也一 一-_.--一一 Hea竺 5ど_1_1_ _5_5イ。」 -3660

ズナラ 日e訂t.! 3お5.8出5 i 34.6ωo I 2幻3.677 

2z広;::S:z詑rごごr;fG「一十Jい一一一一一一一一「一j一一，r
注白 1) 試験)八片;「一 3 枚の:'J平lドλ均値

2) L: 弱い汚主主， ]\1:中程度の汚染， s 強い汚染



パプアニスーギニア材の加工的J目質(第 5 報) (未利用樹種研究班〉 209-

18.68 I 

Notes : 1) Number of specimens : 3 

色 差1) 明度減少率引
汚染度定の

L1E Yd (96) \半J )ﾈ2) 

Color difierence 
Decrease ratio Stain grade 
。f lightness 

-2.3~- 1. 3 L 

な 7 0.5へ， 0.8 L 

4.5 久 l~ 4.8 L 

7.4 5. 7~ 9.7 M 

2.5 2.1 へ" 2.9 4. 事 3. 8'~ 6.9 

4.6 3.7~ 5.6 8.4~13.5 M 

6. 4~.1 1. 1 M 

3. O~ 5.5 

4. 7 4.2~ 5.2 

5. 1 4.9~ 5.3 3.9 24~ 5.6 M 

3.0 2.8~3.2 -3.1 -3.5.~-2.7 I M 

3. 5 3. 5.~ 3. 6 -2. 1 -3. 2~ー0.6 ! M 

1.1 o. 9~" 1. 5 I -1.6 -3.1~.ー O. 7 

4.8 3. 7~" 5.4 8. !l 6. 9~. 9.7 

L 

L 

2) L: Light stain, M : Medium stain, S: Strong stain. 
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Table 9. 太陽光による変色に

Discoloration sensitivity of 

|心材辺材の別!
原木番号

i Heartwood I 未処理
;Log No , 1 or U凶reat巴d parts 

i 鉛pwood 1 ー(

I x 

スポンジアス l l ijヤ竺」 ゼペー 40， 28 29土
仰向s du似s (sap i 5303i 5328 40 , 22 

-LAA&J一一一一一一 2 In竺竺ソ竺l 竺| ャ l
カナリウム 1 31-F--j ??-fil--??LT2J- 竺7 I 
Canari日m indicul刊…吃. I Sap. 41. 0039 , 16 27.42 

UぷJJJ以んai 4 I Inner 阿ti 3734 37.18 23 , 04 

レッドブラウンターミナ 1) ァ 5 空eart.斗 -ttJ- 竺三 L.-竺L
Terminalia sol側側側m l v i sap | 3342l i l 

-一一;一一一一一一γ7eart. 3弓了τ5JJ28.74 I 

7 干竺 4竺一
二 Sap i JどUJ竺し二どと!
i g Heart，ーし一円ーし竺竺上三9竺

o竺空ピア'lat竺!ー し竺ザー 3どo _ ~5. 08 ___:_6. 00 _I 

一 2弘坐必占位哩但&包色J一三己ニ1千一f一]竺竺In竺空竺竺空竺el竺竺竺竺竺!と竺竺竺竺L竺竺竺竺空竺竺竺竺空竺竺型己竺f空出土記!己tιtし一一一一一一一ム一…一一(一一一一一一一一ム
i υf畑加田拙I抗L 山7 見冗 12.ω 

マラス 円 I _ _:__二 一 L 一二 l
Ho糊liu間 foetidum I Sap. 29 , L川 26 ∞ 12.33

zふいiJJLJi\ 二亙盃J_~9， 48二E三:EJ
マ ソ イ ア | ぃ I T_ω~_ _~.....l- 亡泊勺勺; 亡， 00  泊つ勺O

一色丹空空空開旦笠叫 し二一よ一一二三三二」二二一一一二二二」一一一山一
H田r仁 25 ， 16 I 23.36: 12, 63 

ク イ ラ 13 一一」 仁 l 
lntsia biju伊 j-|sap-1.2li

-aJQjjんムムdi仰附 I 14 I Inner partト?竺ーし 51 ， 65 33.42 
アンチ7- 1)- ;五 三一寸 t:.r¥ ')0 

-JAbLUJ一一ーと-型竺:丘一一竺上一空:ケ
カメレレ ! い

E一一一-df三λ 百二三士三j
1ヲ! Inner part I 46 , 97 i 44 , 40 !ロ 17

足立1イー二二 zi-一仁云j

太陽光 !C 暴露
Change of color of wood 

叫
同

1
京
1

f市
1

1
f
 

名

Species 

Y Z 



パア。アニューザニア材の加工的性質(第 51f1) (未利用制極研究統) つ
臼

対する樹極の!:l~ 'i主

sp巴cíes to exposing 

IlU 後の材色
due to exposing 色 竺〆在~.l)

明度減少率1)

判変色度定:2の) 

AE Yd (タ6)

Color diff己rence Decr己呂se ratio Stain grade 
of l刕htness 

2. 5 1. 9~ 3.5 車.7 4.4~ 9.6 L 

1. 5~ 2.6 1 量 0.3~ 3.7 

暴露後
Exposing parts 

49.38 

39.05 

40.18 

32.82 1.0 5. 7~ 日! 15.7 11. 9~J22. 6 S 

2. 9 o. 5~ 4.8 5. IJ o. 2C~ 日ヲ M 

ち工三ゴヨ1.7 LO~2.7 2.1 -0.9.~5.4 

3.6~ 4.6 

2. 日~. 3.4 

43.88 

41.52 

35.66 

4 2 3 Z 3 9 7 

7 7 ヌ0 6 0 8 

~へAFn(~VVJ1万26 9 4 2 3 4 寸三瓦 2 

6

585 311可64 4 4 7 -土24.26 

36. 46 I 34.04 

55.04 I 55.21 

22.92 

40.52 

29.08 -1], 2 -0.3~ 1.9 
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Table 9. つづき (Continued)

一 一一一一一-1"-, ，'，~=-，~~T 三 iiI比五

樹 sL 名 rl:::;;;iwdl ιエユ竺「
ι 

るzJ;ムJsよガム 1 20 1 sap | 29.3428 , 19 21 , 13 

1ムムムJLLム- 庁「両副 54 , 52 I1司 36， 39
iu直也よ 22 I 竺竺組.__~:~.3J_~_~__4.竺

HearL 39 , 44 i 36φ78 I 24 , 93 
タ ウ ン |っつ 1 一一... . ... .. 1 

Pometia ρinnata 一 s旦.p ， 32.23 

二L二二三 il;1-iZ7
が \1Heart128 川 25.58 I 17 , 42 

l LυSap.ι34， 73 ン三
タウン i 叫 i H巴art， I 43.50 41.55 I 30 , 18 

Miosp j Lul 司示

I IH回rt. 34.32 31. 97 I 
斗ぷJuネμmm i 27 [ aJ|-iJ-28h

7ω;ぷなふLよ二二L瓦」竺土伊rtL ~5_3. 32 I 52. 72-."---_._~-， 

LeyJ;ynJJizuJbムrz! 29 Inner 函礼 57.80 

IιL長三一一一_.1-日… p引っ5， 45 55，三J了 I63
ス ギ ! Hーとし;三竺L 33 ， 8リ fJ:?LJ
Cryptomeria japonica Sap. 54.79 54.70 I 39.78! 

カ ラムてツ Heart. 45. 66 I 42.98 I 25. 95 Larix 1ゆtolebis ・ 4h い υ~~. ,/'J "-''-'. -' '-' 

ームムふよ4LJ -一一\ ド H巴art I 54FT  54831-llJ! 

三ι瓦;ふF1 7 i [育唇ご[三日
ケ キ i 日目rt. 43.18 40 , 45 I 24.34 I 

一一型恒U日空型投一一一一"~-'". '-. . - I 一 一!一
注: 1) 試験片 3 枚の平均値

2) L: 弱い汚染， M: 中程度の汚染， S: 強い汚染
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前後の判色
due to exposing 

暴露後
Exposing p旦rts

x y z 

26. 70 長十19.90
ム?っ;~.~- 18 18 

33.00 I 30.3222.00 

つ而 37. 14 「五「

示1ι 一一山 ijにつ司

ι三ι主

色差1)

4E 

明度減少率引

Ya (96) 
変色度の
判定2)

Color difference 
Decrease ratio I Stain grad巴
of lightness 

16.10 

21. 25 

1. 自 í. 7~ 1. 9 一層 3 --4.O~υ L 
,-------- ---------------~ー-

18 2. 2-~ 3.6 4.7 1.1~ 8.1 M 

2 畠 5 1. 9~ 3.5 5.2 3. 8~ 7.9 L 

5.2 4. 7~ 6.0 暮 2 6.9~10.2 

6.5 …三一二 J-fi9.8 168~22.0 
,--

M 

s 

2. 自 2.5~ 2. � 5.2 4 晶 5~ 6.5 乱f

M 4. 自 3.4へ" 5.9 16.1 11.8~20.3 

ー一一ー→一一一一一一一一一一寸一
5.11 4.3~ 5.4 o. 哲一1. 1~ 3.0 M

一 S
…M

一M

自.8 5. 1~ 8.4 

4. a 3. O~ 6.2 

2 1.日 15. 8~.25. 9 

9.8 1. 3~15.6 

5.7 4. 5~ 6.6 15.3 10.9~21.0 

4.3 4. l~ 4.5 M 

6.4 5. O~ 8.2 M 

1. S J. 3r~ 1. 9 2.2 1.5~ 2.8 L 

自 .1 0園 3~ 0.9 1.4 0.8~ 2.2 

3. 2.~ 4.8 

L 

M 5. 自 J~ 5.6 3.8 

4.7 2.7~ 6.0 1-6.0 -9・ぐそ二三三一一 M
3. 6~ 4.7 L 

15. 7~18.6 S 

2. 1 1. 8~ 2.3 4. 2 

6.8 5.8~ 8.2 I 17.3 

3.5 3. lr~ 3.8 自 3 8.2~10.0 M 

211.8~21 日ト三土竺 L 

3. a 3.2~ 4.1 7.6 6.7.-8.8 M 

Notes : 1) Number of specimens : 3 

2) L: Light stain, M : Medium stain, S : Strong s�ﾍn. 
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キュラムの心材，セノレチスの心部，および国産材スギ(心材〉である。

b) アルカリ汚染 lと対する樹種の感性

前記した pH 12.0 のカセイゾーダ水溶液中への浸漬lとより， 供試各位J積は程度こそ異なるがいずれも

汚染を生じた。 Table 7 (こ各樹極の処理前後の材色を示す三刺激値 X， Y, Z (試験片 3 枚のうちの代表

的な 1 枚の材色を示す)および色差 .JE， 明度減少率むの平均値〈試験片 3 枚)を示した。汚染の程度

の判定ば，色差 dE=9四 O 以ヒを示した樹積をアルカリ汚染lと対して強い感性をもつもの(符号 S)，また

色差 .JE=3.6 以ドを示した枯J~唱を弱い感性をもつもの(符号 L) とした。アルカリ汚染の色は樹種 lとよ

り種々であり，またアルカリ汚染および鉄汚染は酸汚染，太陽光による変色の場合に比較して著しい。

強い汚染考会示した，すなわち符号 S (Strong stain) をつけた強い感性をもつものは， マラスの心材，

カメレレ(17， 18, 19) の心部，タウン (23， 24, 25, 26) の心材および辺材，パラキュウムの心材およ

び辺材，および国産材スギ(心材)である。

弱い汚染を示した9 すなわち符号 L (Light stain) をつけた弱い感性をもつものは， アルストニヤの

心部，ヱリマの心材および辺材，マラスの辺材， ラプラの心部，ヱボジヤの心部，セノレチスの心部多およ

び悶産材ヒノキ(心材〕である。

c) 酸汚染に対する樹種の感性

前記した pH 1. 0 のシュウ駿水溶液中への浸漬lとより，供試各樹種は程度こそ異なるが，いずれも汚染

を生じた。 Table 8 (乙各樹種の処理前後の材色を示す三刺激値 X， Y, Z (試験片 3 枚のうち代表的な l

枚の材色を示す〉および色差 dE， r明度減少率 Ya の平均値(試験片 3 枚)を示した。汚染の程度は鉄汚

染，アノレカり汚染に比較して少なしいずれの樹海も大体赤色が増加した。明度の変化も少なく s 逆 lζ明

度の増加した樹種もある。 汚染度の判定はp 色差 .JE ニ 10.0 以上を強い感性をもつもの(符号 S) ， また

色差 4E=2.5 以下(明度減少率の小さいものは 3.0 以下)を弱い感性をもつもの〈符号 L) とした。

強い汚染を示した p すなわち符号 S (Strong stain) をつけた強い感性をもつものはp エリマ (8) の

辺材のみであったc

弱い汚染を示した，すなわち符号 L (Light stain) をつけた感性をもつものは多く， アルストニヤの

心部，カナリウムの辺材，イエローターミナリアの心}弘クワンドンの心部，マラスの心材および辺材，

マソイアの心部，クイラの心材および辺材，ダイゾックスの内側部，ウォーターガムの心材および辺材，

ラブラの心部，ヱボジアの心部，セルチスの心部および国産材スギの辺材， ミズナラの心材，ケヤキの辺

材である。

d) 太陽光による変色に対する樹躍の感性

Table 9 I乙各樹穫の太陽光!こ暴露する古ííの材色および暴露後の変色した材色を示す三刺激値 X， Y, Z 

(試験片 3 枚のうち代表的な l 枚の材色を示す〕および色差 4E， 明度減少率むの平均値〈試験片 3 枚〉

を示したの

太陽光によりすべての樹極は程度こそ異なるが変色した。 この試験は一定時間， また 40 時間という比

較的短時間の暴露であるので，長時rm暴露後の木材の変色を示しておらず，木製品が製造された場合の初

期における変色の早さ p すなわち変色の速度の大小を示している。明度の変化は比較的少なく，逆iと増加

したものもある。

一般的に強い変色を示すことが知られている国産材カラマツの色差 4E が 6.8 であるので9 今回の試
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!設においては， &E=6.5JミU:を示した樹有fを， 太陽光に対して強い感性であると判定し，符号 S をつけ

た。また色差 &E=2審 5 以下を示した樹磁を弱い感性であると判定し，符号 L をつけた。

強い変色がととじた樹穣11，イエローターミナリアの心部'7ラスの辺材，カロブィノレムの心部， クイラ

の心付および辺十;;1，タウン (23， 25) の辺材および国産材カラマツの心材である。

~~い変色しか示さなかった樹極は，スポンジアスの心材および辺*，j"，カチリウムの心材および:ìll材， レ

ッドブラウンターミナリア (5，引の心+J および辺;j:;J， エ 1) '7の辺材， クワンドンの心部， マラスの心

材'7ゾイヤの心部，アンチアリスの心部，ウォーターガムの心材および辺村，エボジアの心:tÍß， プラン

チョネラの心部，アンペロイの心YiIlおよび l吋産材スギ、の辺材， ミズナラの心材である。

引用文献

1) 林業試験場編:木材工業ハンドブック，丸善， p. 436, (1973) 

2) 米国昌也@宮野カ・若井実・北林産試月報， 20~ 11 , (1969) 

3) U. S. Forest Products Laboratory :羽Tood Handbook, No. 72 , 7-2, (1974) 

4) 日本建築字会編:木構造設計基準，丸善， 44, (1973) 

5) 金谷紀行:木材工業， 31 , 375, (1976) 

6) 来手Ij用樹種研究班:林試研報， 294，第 3 報， 1~49 ， (1977) 

7) 茅原正毅・高野了一. 71<木克夫:木材と技術(富山県木材試)， 4, 8, (1970) 

8) 屋代 真・川村王宮、洋・佐々木毅三男・継問視明:木材工業， 23, 428, (1968) 

9) V. R. GRAY : Research Report C/RR/1 , (1960) 

10) 武南勝美:木材誌， 10(1) , 22, (1964) 

11) 後藤輝男骨往西弘次:島根農科大学研報， 15A , 80, (1967) 

12) 武南勝美:木材誌， 11(2) , 47, (1965) 

13) ---:木材誌， 11 (2) , 41 , (1965) 



-216- 林業試験場研究報告第 295 守

Properti忠臣 of Some Papua New Guinea Wooils Relating 

with Manufacturing Processes V 

Wooil bending, nailing, inhibition of cement hardening and. 

chemical discoloration of some East N母宵 Britain woods 

Working Group on Utilization of Tropical Woods<ユ)

Summary 

Test on wood bending, nailing, inhibition of c巴ment hardening and ch巴mical disc010ration 

were carried out on twenty-four sp巴cies coll巴cted at a lowland rainforest in East New Britain 

in 1975. Th巴 test materials w巴r巴ぬken from the 10gs mentioned in th巴五rst s巴ries. Results 

of the other tests on th巴 same sarnple 10gs were shown in th巴 previous reports (1, Il and III). 

1. W ood bending 

B巴nding ability of 30 10gs (24 species) was investig乱ted in this study. For this purpose, 

d巴gree of bending failure with several radii of curvature and chang邑 in curvature of th巴 hent

specimens with tirne were measured 

Proc邑dure

Flat剛grain巴d test pieces were obtained from th巴 heartwood of each 10g and surfaced to the 

bending specimens with 5 crn wide by 2 cm thick by 60 cm 10ng aft巴r drying to 15 per cent moisｭ

ture content. The test spεcimens underw巴nt th己 steaming treatment for 30 to 60 minutes at 

the atmospheric pressure prior to bending operation. Th巴n ， each specim巴n was quickly trans幽

ferred to a bending jig with radii of curvatur日 frorn 30 to 80 cm (5 steps as shown in Table 

1). The fl巴xible 8t巴el tension strap was arranged on the convex side of the spedmen. This 

bending procedur巴 is a so-called Thonet method 

After the bending operation，巴ach bent specim巴nw乱s restr乱ined with a tie-rod 丘nd r邑rnoved

from the bending jig. The bent specimens were dried in a small experim巴ntal dry kiln for 

15 hom司s with st巴el strap and tie-rod. The st巴巴1 strap and the ti巴回rod w巴re removed after 

the drying. Then, th巴 changes in curvature of th巴 specimens were measured at given interト

a1s of time in room air condition. 

Th巴 t巴sted specimens were rated to 3 grades as be卲w based on the d巴gree of the bending 

failure. That is, 

Grade A : with or without rninor compressive failure-寸legligible for practical use-in the 

concav巴 sid邑

Grade B: with remarkab冾 compressiv巴 failure

Grade C : with breakag巴 or tension fail ure 

The change in radius of curvature is calcu!ted by the following forrnula; 

r'-r 
Changing rat己= -'--y-'-x 100 (予約

Received January 27, 1977 
(1) Wood Technology Division and Forest Product Chemistry Division 
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wh思re ， r is the radius of curvature of bending jig and rl is the radius of curvatur巴 after ex町

posure in room air condition. 

Results 

The d巴gree of b巴nding failure of each log (the number of specimens rated to grade A , B 

or C) and change in curvature after on巴 month exposure in room air condition ar巴呂hown in 

T旦ble 2 園 R己sults are summarized as fol1ows : 

a叫) All specimens 0ぱf AIゐ5tωoni，必a (2わ)， A 悶ntiωar幻バiδ (15) aI誌ld Pt的erocりyηz必bi似M舟問1 (σ29め) could not be ben 

昌t al1 εven wi抗th th巴 r丘dius curvature of 80 cm 

b) Most specimens of 10 species (12 ]0耳目) could be bent wit.h the radius of curvature of 

80 cm , but not with 58 cm. Among them , al1 specimens of Canarium (3) , Cryptocarya (12) and 

Anthocφhalus (21) w日re r旦ted t臼 grade A with the radius of 80 cm 

c) Specimens of Homalium (10) , Intsia (13) , Syzygium (20) and Celtis (30) じould be bent 

with th己 radius of 58 cm 

d) Spccimens of Pometia (23.~26) coul db巴 b巳nt with the radius of 45 cm. One of the speciｭ

mens of Pometia (24) was r丘ted to grade A evcn with th巴 radius of curvature of 30 cm 

e) Some sp巴cimens gained in curvature (bec乱me small巴r radius, d巴noted by minus sign 

in T乱ble 2) , w hile the others lost (became larger radius) after exposure in room air condition. 

Nevertheless chang巴s in curvature w邑re n巴gligible for practical purpose. 

2 ‘ Nailing 

]、he following t巴sts on the naiLing ch乱racteristics of lumber were carried out. 

a) Th巴 driving resistance of nail when driv日n into wood with constant rate. 

b) The withdrawal resistance of nail. 

c) Th日 depth of penetration of nail whcn driv巴n by dropping hammer網

d) The splitting with nail. 

Procedure 

1) Test material and specimen 

Twenty-four species (thirty logs) from Papua New Guin巴a together with six Japanese 

sp巴cies for comparison were tested. Thι巴 t巴st specime孔s were condition日1 for about two months 

in 20oC, 70.oJ7596 R. H. after seasoning. 

2) Nails 

Th巴 following two types of nail weτe selected 

N 45 diameter 2.41 m m  length 45 m m  (εxperíment日仏 b， c) 

N 自5 diameter 3 目 05111m length 65 m m  (experiment d) 

(JIS A 5508 Com111on nail) 

3) Method of measurement 

a) Driγing resistance 

The test spεcimen is shown in Fig. 4 旦nd a general vi巴w of th巴 static driving apparatus 

(testing machine, SHIMAZU AUTO-GRAPH IS-5000) is shown in Fig. 5..1. Nails were driven 

to 30 mm  depth at a constant rate of 100 mmjmin and during driγing the load-depth of penetra向

tion diagram was recorded 

The formula used in th記 calculation of the dτiving resistanc巴 is : 

Driving resist旦nc巴 (kgjcm) ニ Pd/ 1

wher巳 Pd is the maximum load of driving (kg); and 1, the depth of p巳netration of nail (cm). 
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b) Withdrawal resistance 

The same specim巴ns 乱s those for driving resist乱nce test wer巴 examined.

A general view of th巴 withdrawal apparatus is shown in Fig. 5-2. Nails were withdrawn 

at a constant rate of 50 mm!min and during withdr乱wal the load-withdrawal diagrams were 

recorded. The 色lapsed time from driving ti1l withdrawal was about thr巴e hours. 

The formula used in the calculation of the withdrawal resistance is : 

Withdrawal r巴sistance (kg/cm) =Pw/1 

where Pw is the maximum load of withdrawal (kg); and 1, the depth of penetration of the 

nail (cm). 

c) The depth of penetration 

A general view of the impact driving apparatus is shown in Fig. 6. An 1.0 kg hamm己Y

was dropped on a naiI head from th巴 height of 10 cm. The d巴pth of penetration was measured 

with 乱 slide calipers after thre巴 droppings.

d) SpIitting 

Th巴 specimen is shown in Fig. 7. Nails were driven through the board with a 390 g 

common hammer to three di妊邑rent distances from the end of sp巴cimen. After driving, visible 
splittings were graded. 

R邑sult畠

Th巴 results on nailing characteristics are shown in Tables 3 旦nd 4. 

Figs. 8, 9 and 10 ilIustrate corr巴lations between their characteristics and the speci劦c gravity. 

The results are summ呂rized as follows : 

1) The driving and the withdrawal resistance of nailing correlated to the speci五c gravity. 

The relation between the withdrawal r巴sistance and the specific gravity coincid巴d with those 

presented by U. S. F. P. L exclusive of high speci五c gr旦vity.

2) The splitting tend巴ncy increas巴d with sp巴ci五c gravity (Fig. 10). 

End splitting occurr巴d in Ho例。lium (10) and Intsia (13) , small splitting beside th巴 nail

occurrεd in Dysoxylum (14) and Pome針。 (23~25) when th巴 end distance was fifteen times of 

nail diameter, the lower limit recomm色nded in Japanese wood structural densign manual叫

Therefore , it is necessary to drive th巴 nail into pre-drilled holes for these species. 

3. Inhibition of cement hardening 

To determine the inhibitory action of cement hardening caused by woods from Papua New 

Guinea, th巴 P乳rtial compressive str邑ngths of small size blocks prepared from cement and wood 

powd巴r werεm巴asured白

Procedl1re 

The wood powder was classi五ed into the range between 24 mesh and 100 mesh. The ratio 

of cem巴ntjwood power!water was 180バ0;75 on a weight basis. The cementペミlood powder blocks 

were mould巴d in rectangular form of 20 mm  by 20 m m  by 25 mm. The partial compressive 

tests were carried out six days aft巴r block preparation. The blocks were compressed by flat 

end of steel cyIinder of 9.80 mm  in diameter (0.7543 cm2 in area) 

Results 

Thεresults are shown in T旦ble 5. For comparison, the results of the similar t出ts on 

non-wood powder, Ezomatsu (Picea jezoensis) and Karamatsu (Larix leρtoleρis) ar巴 shown in 

the table. Karamatsu indicates the inhibitory action but Ezomatsu has not action. Th巴
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species without the inhibitory action of c巴me凶 h呂rdening were: CanariUl刊(1og number 3) , 
Terminalia (4~7) ， Octomeles (8) , CaloPhyllum (11) , Dysoxylum (14) , Eucal.ゆtus (18). The other 

species had the inhibitory 乱ction of cement hardening 記specially the following species show巴d

the remark且ble inhibitory action of c巴ment hardenig: Elaeocaゆus (9) , Infsia (13) , A河tiaris

(15) ョ Artocarpus (15) , A河thoce戸hal削 (21) ， PO間etia (24 , 25) , Pterocymbium (29) , Celtis (30). 

4. Chemical di問。lo:ration of wood 

The following four items of experiment weτe carried out for the chemical discoloration of 

wood. 

a) Staining sensitivity to iron 

b) Staining s巴nsitivity to alkaline 

c) Staining sensi ti vi ty to 呂cid

d) D�coloration sensitivity on exposure 

Procedure 

1) Test material and specim巴n

The dress巴d 丑乱t四grained specim巴ns of 3.5 mm  thick by 7 cm wicl巴 by 7.5 cm long were prーか

par巴d from each of twenty four species (30 logs). 

2) Measuring method of color 

Tristimulus values X , Y and Z were measured before and after tre註tm告nts by a color 

difference meter, ancl to comp乱re the discoloration degree of specimens, a coJor difIerence L1E 

(L , a, b unit) and a decrease rat� of lightness Ya were calculated by the fol1owing formulas. 
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(4) 

(5) 

where YO: the lightness b巴fore tr巴atm日nt

Y1 : the liεhtness aftεr trεatment 

3) Method of treatment 

a) Staining with iron 

Staining s巴nsitivity of wood species to iron were investigated. T告st specimens wcre soaked 

in 0.1% Fe-solution (FeClg 町 6 HzO) for 5 min at 20oC, and airconditioned for 4 days. 

b) Alkaline st乱in

The staining sensitivity of wood species to alkalin巴 were investigatecl. Test specimens 

were soaked in pH 12.0 caustic soda soJution for 5 min at 20oC, and air conditioned for 4 clays. 

c) Acid stain 

The staining sensiti vity of wood 日pecies to acid were investigated. 1、est specimens were 

soaked in pH 1.0 ox乱lic acid solution for 5 min at 20'C, and air condition巴d for 4 days. 

d) Discoloration on exposing 

The discoloration sensitivity of wood sp己cies on exposure wer日 investigat巴cl. Exposing time 
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was 40 hr. 

Staining sensitivity of wood species w乳s assessed at three levels, where L=light stain, M 

=medium stain 乱nd S=strong stain. 

Th邑B巴 results ar巴 also recorded in T乱bles 6, 7, 8 and 9. 

Results 

Results obtained are as follows. 

a) Staining with iron 

The following sp日cim巴ns showed the remarkable discoloration; Terminalia (4) (Inner part) , 

Terminalia (5, 7) (H巴artwood) (Sapwood) , Elaeocarpus (9) (Inner part) Eucalyρtus (18) (Inner 

part) and Pometia (25) (Heartwood). 

On the other hand, thεfollowing sp色cimens showed slight discoloration; Alstonia (2) (Inner 

p且rt) ， Octomeles (8) (H巴乱rtwood) ， CaloPhyllum (11) (Inner part) , Cry.ρtocarya (12) (Inner part) , 

Dysoxylum (14) (Inner part) , Anthoceβhalus (21) (Inner part) , Palaqium (27) (Heartwood) 

and Celtis (30) (Inner part). 

b) Alkaline stain 

The following specimens showed r邑markable discoloration; Ho附lium (10) (恥artwood) ，

Eucalyρtus (l7~19) (Inner part) , Pometia (23~26) (日eartwood) (Sapwood) and Palaquium (27) 

(Hξartwood) (Sapwood) ー

On the oth巴r hand, the following specimens showed slight discoloration; Alstonia (2) (Inner 

part) , Octomeles (8) (Heartwood) (Sapwood) , Homalium (10) (Sapwood) , Anthocephalus (21) 
(In田r part) , Evodia (22) (Inner part) ancl Celtis (30) (Inner part). 

c) Acid stain 

Octomeles (8) (Sapwoocl) showecl remarkable discoloration. 

On the other hand, the following specimens showed slight discoloration; Alstonia (2) (Inner 
part) , Canariul狩 (3) (Sapwood) , Terminalia (4) (Inner part) , Elaeocaゆus (百) (Inner part) , 

Homalium (10) (Heartwood) (Sapwood) , Cry戸ocarya (12) (Inner part) , Intsia (13) (Heartwood) 

(Sapwood) , Dysoxylu間 (14) (Inner part) , Syzygium (20) (Heartwood) (Sapwood) , A河thocφhalω

(21) (Inner part) , Evodia (22) (Inner part) and Celtis (30) (Inner p旦rt).

d) Discoloration on exposing 

Th巴 following specimens showed remarkable discolor且tion; Termi問。lia (4) (Inner part) , 
H印旬。lium (10) (Sapwood) , Calo.βhyllum (11) (Inn巴r part) , Intsia (13) (Heartwood) (Sapwood) 

and Pometia (23, 25) (Sapwood). 
On the other hand, the following specimens showed slight discoloration; sþo惚dias (1) 

(Heartwood) (Sapwood) , C仰arz附n (3) (Heartwood) (Sapwood) , Terminalia (5, 6) (Heartwood) 

(Sapwood) , Octomeles (8) (Sapwood) , Elaeocarp制作) (Inner part) , Homalium (10) (H巴artwood) ，

Cryρtocarya (12) (Inn巴r part) , Antiaris (15) (Inn記r part) , Syzygium (20) (Heartwood) (S且pwood) ，

Evodia (22) (Inner part) , Planchonella (28) (Inner part) and Pterocymbium (29) (Inner part). 


